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ここがポイント！【研究内容】

世界の船を荒天時の転覆事故から防ぐための
非線形力学系の研究
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荒天による船舶の転覆事故の原因を探り、その防止を図るための
船舶復原性基準策定のための研究を行っています。波に乗って操
縦不能となるブローチング現象、2 波に 1 回の大傾斜であるパ
ラメトリック横揺れなどについて、模型実験による検証のうえ大
域的分岐理論や確率過程理論などを直接用いる安全基準を、日
本国政府代表団に加わり国際海事機関 (IMO) で提案して、世界
の長さ 24 ｍ以上の全船舶に適用する第 2 世代非損傷時復原性基
準（MSC.1/Circ.1627）や荒天操船ガイダンス（MSC.1/Circ.
1228）などとして国際的な社会実装につなげています。

船舶復原性、ヘテロクリニック分岐、平均化法、ブローチング、
パラメトリック横揺れ、国際海事機関

応用分野 船舶復原性分野、船舶操縦性分野
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